
 

女子バレーボール部 ベスト 16 春高全道大会 
剣道・平野さん道東ブロック個人４位で全道大会へ 

11 月 16～19 日に「北海きたえーる」（札幌市）で行われた全日本バレーボール選手権大会北海道大会（春の高校バレー）で、本

校女子はベスト１６の成績をおさめました。また、19～20日、帯広市で開催された第１回道東ブロック高校新人剣道大会において、個

人出場した２年Ｃ組平野将梧さんが４位入賞を果たし、来年１月に札幌市で行われる全道大会への出場を決めました。 

バレーボール部 高橋桜花さん（３B）の感想 

試合は、自分たちのペースをつかめなかったが、最終的には練習の成果を出

すことができた。想い出になった。３年間を振り返って、悩んだこともあったが、ど

んどんバレーが好きになった。後輩にはきつい練習もあるけど楽しくバレーができ

ることを信じて頑張ってほしい。看護の専門学校に行くが、バレーで培った忍耐力

が支えてくれると思う。 

剣道の平野将梧さん（２C）の感想 

最初は緊張していて調子はあまり良くなかった。けれど、だんだん良くなった。

疲れたけど楽しかった。優勝を目指したが、４位に終わった。１月の全道大会は３

回戦を目指して頑張る。 
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いつの日か 千島桜を 見に行こう 

最優秀賞 ２年Ｂ組 加藤 春菜 さん 

優 秀 賞 3年Ａ組 堀川 琴里 さん 

3年Ｃ組 今井 颯良 さん 

10月28日 網走青年会議所創立70周年記念事業 

北方領土返還要求啓発 

看板標語コンクール 

“届けよう、服のチカラプロジェクト” 
へのご協力ありがとうございました！ 

９月から約２ヶ月間実施した、難民の子ども達に古着を

送る “届けよう、服のチカラプロジェクト“が終了しました。本

校の他、網走市立中央小学校、いせの里保育園にもご協

力いただき、合計 2,366 枚の服を回収することができまし

た。本プロジェクトに参加するのは、今年度で３度目になりま

すが、校内だけで回収した過去２年と比較すると７～８倍の

量を回収することができました。また、今年度から初めて服

を３種類に選別することになり、SDGs 委員が、毎週集まっ

て１時間ほどかけて服の選別を行いました。選別・梱包され

た服はファーストリテイリング社・UNHCR のご協力により、難

民キャンプの子ども達の元へ届けられる予定です。ご協力

いただいた皆様、ありがとうございました。 

完成した看板の前で 

テレビの取材を受ける加藤さん 



折り鶴に平和の願いを！ 

見学旅行 
2学年は見学旅行（12月11日～１４日）にむけ

て、沖縄の歴史を学ぶとともに平和のとりくみとして、千

羽鶴を作成し「ひめゆりの塔」などに奉納してきます。 

また、北海道と違う文化、自然など 

を体感します。マリンスポーツや美ら海 

水族館も楽しみです。準備、研修にとり 

くんでいます。 

                            

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

  

 
 

 

 

☆ １２月の行事予定 ☆ 

１２月 ３日(土) 全経電卓計算能力検定 

５日(月) 桂陽・安心安全の日 

９日(金) 献血車（ひまわり号）巡回 

１１日(日)～14日(水)見学旅行（2年生） 

１５日(木) 振替休業（2年生） 

１６日(金) 内定者報告会（３年生） 

１８日(日) 全商英語検定 

２３日(金) 全校集会 ４時間授業 

           冬期講習（１・２年生～２８日） 

２４日(土) 冬季休業（１／１６まで） 

２６日(月) 進学講習会（3年生～28日） 

２９日(木)～学校閉鎖（１／３まで） 

本物の投票箱にちょっぴり緊張感 

１１月4日、商工会議所の主催で「卒業生インタビュー」が行われました。２学年全員でそのインタビューを聞きました。 

インタビューを受けたのは、この春、丸田組（建設業・土木部所属）に就職した髙杉璃音さんです。インタビューをしてくれた

のは、オホーツク教育局の進路相談員である野島康恵さん、高校で面接指導などもしてくれている方です。 

髙杉さんは、土木は専門用語がたくさんあり、「全くのゼロからのスタートでした」。仕事は、３カ月目で現場に出ることができま

した。そこから２カ月で少しずつ仕事ができるようになりました。また、就職して一人暮らしを始めました。家事など自分でやるこ

とが増えました。「一番はお金の管理。水道光熱費、保険などを考えないと生活ができない。これまでは親がやってくれてい

た」などと具体的に話しをされ、最後に抱負も力強く 

述べられました。 

２学年を代表して遠藤胡桃さんが、「社会に出る 

ことの厳しさを学びました。来年から進路活動が始 

まります。私は就職希望で、今日の講演を聞いて 

会社でのコミュニケーションの取り方、社会の一員 

としての心構えの大切さを学びました。これらを大 

切にして進路活動を頑張っていきたいと思います」 

とお礼と決意を述べました。 

卒業生インタビュー 

 11 月 20 日（日）に行われたＰＴＡ研修には保護者・教

職員合わせて 11人が参加しました。今年度は「博物館網

走監獄」の見学でした。近くに住んでいてもなかなか訪れ

ることのない「網走監獄」をＰＴＡ会長や研修委員長の案

内で楽しく見学しまた。監獄の過酷さに「真冬はもっと寒く

なるね。看守の方も大変だね」など感想を言ったりしてい

ました。最後は「監獄飯」を食べて解散しました。 

ＰＴＡ研修「博物館 網走監獄」見学  

 


